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2022年10月3日衆院本会議で岸田首相は所信表明演説で個人のリスキリング（学び直し）の支援に
5年で1兆円を投じることを表明されました。
リスキリングとは、「Re-Skil l- ing：再び、スキルを、身につける」という意味で、ビジネスで必要とされる

スキルに注目して、そのスキルを獲得する（もしくは従業員に獲得させる）ことを意味します。
岸田政権はリスキリングを含む「人への投資」を看板政策である「新しい資本主義」の柱の一つに掲げています。
従来の日本型雇用は、企業内教育が中心のため、外部でも通用するスキルの取得が難しかった。しかし、

近年はデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）やグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の進展などで、
専門人材への必要性が高まっています。政府は新制度の創設で、生産性向上や成長分野への労働移動を
促し、持続的な賃上げにつなげたい考えだと言われています。
　リスキリングは経済産業省では2022年度補正予算案に753億円を計上。厚生生労働省でも制度要
求としてあげられ、2022年12月に人材開発支援助成金に事業展開等リスキリング支援コースが創設さ
れています。
その内容は、

① 既存事業にとらわれず、新規事業の立ち上げ等の事業展開に伴う人材育成
② 業務の効率化や脱炭素化などに取り組むため、デジタル・グリーン化に対応した人材の育成
に取り組む事業主を対象に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を高率助成により支援する制度です。

特徴は、①１事業所１年度あたりの助成上限額が、1億円 
　　　　②経費助成　中小企業で、助成率７５％、1人200時間以上の訓練で上限５０万円
　　　　③賃金助成　中小企業で、1時間当たり９６０円
とそれぞれ、かつてない高額となっていて、政府の意気込みを感じます。
詳細は、https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/001019762.pdf　へ

事業展開等リスキリング支援コースの内容

リスキリング支援助成金の紹介

（中川法人会賛助会員）

助成率・助成額

－ 33－


